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夏季火災予防旬間

7月6日～20日
　
ま
も
な
く
梅
雨
も
あ
け
夏
真
盛

り
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
す
。

　
不
用
品
や
、
土
手
草
の
焼
却
を

す
る
時
は
監
視
人
を
付
け
、
溝
火

器
や
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
後
始

末
は
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
．

　
チ
供
は
花
火
に
夢
中
に
な
り
、

親
の
見
て
い
な
い
所
で
遊
ん
で
い

る
事
が
あ
り
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
み
、
　
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

は
子
供
の
手
の
届
か
な
い
所
に
に

雌
き
ま
し
よ
う
。

　
又
、
気
温
の
L
昇
と
共
に
車
両

火
災
も
多
発
し
ま
す
。
手
入
れ
や

置
き
場
所
に
も
留
意
し
て
下
さ
い
。

こ
よ
み

　
今
年
も
町
民
の
健
康
を
守
る
た

め
に
、
病
気
の
早
期
発
見
を
目
的

と
し
た
「
町
総
合
検
診
」
が
、
六

月
二
十
三
日
か
ら
二
卜
八
日
に
か

け
て
行
わ
れ
、
循
環
器
検
診
の
受

診
率
は
六
f
八
・
五
％
と
昨
年
を

少
し
上
回
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
せ
い

も
あ
る
の
か
、
肺
ガ
ン
・
胃
ガ
ン
・

子
宮
ガ
ン
検
診
の
受
診
者
も
、
昨

年
よ
り
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
検
診
結
果
は
、
町
保

健
婦
に
よ
り
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
六
月
の
で
き
ご
と

4
日
　
消
防
団
幹
部
会

5
日
　
出
稼
ぎ
共
助
会

　
　
病
害
虫
調
査
打
合
せ
会

6
日
　
ス
キ
ー
場
宣
伝
協
議
会
役

　
　
員
会

7
目
　
親
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

9
日
　
議
会
総
民
委
員
会

12

H
　
衛
生
班
長
会
議

　
　
農
業
者
年
金
相
談
会

13

日
　
議
会
建
設
委
員
会
（
1
4
日

　
　
ま
で
）

16

日
　
議
会
産
経
委
貝
会

17

日
　
選
挙
管
理
委
員
会

18
日
　
参
議
員
選
挙
告
．
小

19

日
　
部
落
総
代
会

20
日
　
選
挙
管
理
委
員
会

21

日
　
衆
議
員
選
挙
告
．
小

23
口
　
町
総
合
検
診
（
2
8
日
ま
で
）

26
H
　
農
業
所
得
調
査
員
会
議

27
H
　
農
業
委
員
会
総
会

30
日
　
議
会
定
例
会
（
1
日
ま
で
）

▼
七
月
の
予
定

－
日
　
議
会
定
例
会

β
日
　
選
挙
管
理
委
員
会

6
H
　
衆
参
同
時
選
挙
投
票
H

7
日
　
　
　
〃
　
　
開
票
日

9
日
　
国
保
運
営
協
議
会

B
日

■
1
4
日

27
日

交
通
安
全
フ
ェ
ァ

県
体
育
指
導
員
研
究
大
会

（
1
3
日
ま
で
）

第
二
回
商
工
会
綱
引
き
大

会第
十
】
回
町
民
体
育
大
会

町総合検診

循環器受診率

　　　68．5％

翻
驚
，

、
嶽
鶏

　
難

　
田
植
後
の
天
気
続
き
で
、
田
ん

ぼ
の
水
が
な
く
な
っ
た
所
も
出
て

来
た
よ
う
で
す
が
、
よ
う
や
く
本

確
的
な
梅
雨
入
り
と
な
り
、
ホ
ッ

と
し
て
い
る
農
家
の
方
も
多
い
こ

と
か
と
思
い
ま
す
。

　
放
牧
さ
れ
た
大
厳
寺
牧
場
の
牛

た
ち
も
元
気
な
姿
を
見
せ
て
い
ま

す
よ
。
行
っ
て
み
て
下
さ
い
。

　
こ
の
時
期
は
、
健
康
管
理
の
難

か
し
い
季
節
で
す
。
早
起
き
を
し

て
ラ
ジ
オ
体
操
で
も
い
か
が
で
す

か
．
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蹴騰，冒替巖298人（±0）□男≧092人（一1）□女乞2・6人（＋1）臼世帯数1・256戸（一2）
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まつのやま（2）

終わる

自民が2議席を独占4区

六
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
・

参
議
院
の
ダ
ブ
ル
選
挙
は
、
七
月

六
日
投
票
、
7
日
に
開
票
が
行
わ

れ
、
衆
議
院
新
潟
四
区
で
は
高
鳥

修
・
白
川
勝
彦
氏
の
二
人
が
当
選

し
ま
し
た
。
ま
た
、
参
議
院
の
地

方
区
で
は
長
谷
川
信
・
志
苫
裕
の

両
氏
が
前
回
同
様
圧
倒
的
強
さ
で

当
選
を
果
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
衆
議
院
議
員
の
定
数

是
正
後
は
じ
め
て
の
選
挙
と
あ
っ

て
そ
の
結
果
が
注
目
さ
れ
ま
し
た

が
、
全
国
的
に
は
自
民
党
が
過
半

衆議院議員選挙結果（全体）

数
を
大
き
く
上
回
る
三
〇
四
議
席

を
獲
得
し
、
他
の
政
党
を
大
き
く

リ
ー
ド
し
ま
し
た
。
新
潟
四
区
は

定
数
が
一
名
減
っ
て
二
人
の
と
こ

ろ
へ
六
人
が
立
候
補
し
、
か
つ
て

な
い
激
戦
と
な
り
そ
の
結
果
が
注

目
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
民
党
公
認

の
前
職
二
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

衆
議
院
選
挙
の
松
之
山
に
お
け

る
投
票
率
は
、
先
に
行
わ
れ
た
新

潟
県
知
事
選
を
上
回
る
八
九
・
七

四
％
と
高
い
投
票
率
を
記
録
し
ま

し
た
。

⑭　高　鳥　　　修 71，780票

㊥　白　川　勝　彦 65，488

⑳　筒　井　信　隆 57，560

宮　越　　　馨 30，906

佐　藤　節　夫 20，401

田　中　徳　光 4，700

計 250，835

投票率衆議院投票区別
投　票　区　名 投　　票　　場　　所 投票率㈱ 　し　・たおた公がつと区き講

　ま七新け　Q認注てこはく席

衆議院　松之山町の結果

第　1投票区 松之　山公会堂 90．OO

第　2　投票区 三　省　小　学　校 90．13

第　3　投票区 大荒戸集会所 89．53

第　4　投票区 下川手公会堂 93．55 高　　鳥　　　　　修 1，414票

第　5投票区 上川手公会堂 91．67 白　　川　　勝　　彦 1，089

第　6　投票区 松　里　保　育　所 89．44
筒　　井　　信　　隆 237

第　7投票区 中　尾　集　会　所 91．45
田　　中　　徳　　光 188

第　8投票区 布川防雪センター 90．04
宮　　越　　　　馨 50

第　9　投票区 上蝦池冬季分校 94．51
佐　　藤　　節　　夫 36

第10投票区 坪　野　集　会　所 89．92

計 3，014
第11投票区 東　山　冬季分校 95．45

第12投票区 黒　　倉　　分　　校 91．67 最終有権者数 3，412人

第13投票区 浦　田　保　育　所 86．11 投　票　者　総　数 3，062

第14投票区 中立山集落センター 89．71 無効投票者数 48

全　　体　　投　　票　　率 89．74 投　　　票　　　率 89．74％

松之山町の結果衆議院

松之山町の結果参議院地方区

3）まつのやま

参議院地方区選挙結果（県全体）

長　　谷　　川　　　　信 2，027票

志　　　　苫　　　　裕 445

村　　　　田　一　　男 304

長　　　田　彫　潮 20

計 2，796

最終有権者数 3，412人

投　　票　　者　総　数 3，061

無効　投　票者数 265

投　　　　票　　　　率 89．71％

⑭長谷川　　信 715，800票

⑭志　　苫　　裕 442，224

⑳村　　田一男 76，330

長　　　田彫潮 17，676

計 1，252，030

参議院比例代表（松之山町分）

F騒織一圃4一撃
ギ曙繍ト声

薪

．
ダ

翌日行われた開票

1 日　　本　　社　　会　　党 289

2 日　本　み　ど　り　の党 8
3 自　　由　　民　　主　　党 1，713

4 雑　　　　　民　　　　　党 1
5 大　日　本　誠　流　社　’ 0
6 教　　　　育　　　　　党 3
7 サラリーマン新党 12

』
8 老　　人　　福　　祉　　党 19

9 新　自　由　ク　ラ　ブ 10

10 日　　本　　共　　産　　党 336
11 税　　　　　金　　　　　党 15

12
社会を明るく住みよくする
全　国　婦　人　の　会 6

13 福　　　　　祉　　　　　党 14

14 世　　界　　浄　　霊　　会 0
15 年　　　　　金　　　　　党 15

16 民　　　　　社　　　　　党 93

17 第　二　院　ク　ラ　ブ 17

18 日本教育正党化促進連盟 0
19 公　　　　　明　　　　　党 289

20
正義と人権を守り明日の
日本を考える救国斬婦党 0

21 社会主義労働者党 3
22 M　P　D・平和と民主運動 2
23 民　　　　　声　　　　　党 3
24 日本みどりの連合 3
25 日　本　世　直　し　党 1
26 協　　　　　利　　　　　党 2
27 環　　　　　境　　　　　党 1

計 3，055

お
酒
や
品
物
に

か
か
る
税

税
金
に
は
、
所
得
税
や
法
人
税

な
ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
お
酒

に
か
か
る
酒
税
や
品
物
に
か
か
る

物
品
税
な
ど
の
間
接
税
が
あ
り
ま

す
。

酒
税
は
、
清
酒
、
し
ょ
う
ち
ゅ

う
、
ビ
ー
ル
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ど

の
酒
類
に
か
か
る
税
金
で
す
。

酒
税
法
で
い
う
酒
類
乏
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
分
一
度
以
上
の
飲
料
を

い
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
粉
末

酒
の
よ
う
に
溶
解
し
て
ア
ル
コ
ー

ル
分
一
度
以
上
の
飲
料
と
な
る
も

の
も
含
ま
れ
ま
す
。

物
品
税
に
は
宝
石
類
を
は
じ
め

ゴ
ル
フ
用
品
、
自
動
車
、
ピ
ア
ノ
、

ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
な
ど
、
装
飾
品
、

便
益
性
の
高
い
品
物
な
ど
に
か
か

る
税
金
で
す
．

こ
れ
ら
の
税
金
は
、
お
酒
や
品

物
の
価
格
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
最
終
的
に
税
金
を
負
担
す
る

の
は
、
品
物
を
買
っ
た
消
費
者
と

な
り
ま
す
。
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な
ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
お
酒

に
か
か
る
酒
税
や
品
物
に
か
か
る

物
品
税
な
ど
の
間
接
税
が
あ
り
ま

す
。

酒
税
は
、
清
酒
、
し
ょ
う
ち
ゅ

う
、
ビ
ー
ル
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ど

の
酒
類
に
か
か
る
税
金
で
す
。

酒
税
法
で
い
う
酒
類
乏
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
分
一
度
以
上
の
飲
料
を

い
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
、
粉
末

酒
の
よ
う
に
溶
解
し
て
ア
ル
コ
ー

ル
分
一
度
以
上
の
飲
料
と
な
る
も

の
も
含
ま
れ
ま
す
。

物
品
税
に
は
宝
石
類
を
は
じ
め

ゴ
ル
フ
用
品
、
自
動
車
、
ピ
ア
ノ
、

ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
な
ど
、
装
飾
品
、

便
益
性
の
高
い
品
物
な
ど
に
か
か

る
税
金
で
す
．

こ
れ
ら
の
税
金
は
、
お
酒
や
品

物
の
価
格
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
最
終
的
に
税
金
を
負
担
す
る

の
は
、
品
物
を
買
っ
た
消
費
者
と

な
り
ま
す
。
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あなたはいつも

“シートベルト”

していますか？

　
昨
年
九
月
、
道
路
交
通
法
の
一

部
改
正
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
は
、
高

速
道
路
で
の
着
用
率
は
九
五
％
を

超
え
ま
し
た
が
、
一
般
道
路
で
は
、

ま
だ
五
〇
％
を
ち
よ
っ
と
上
回
る

程
度
で
す
．

　
車
の
事
故
は
定
速
だ
か
ら
安
全
、

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
た

っ
た
二
十
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
死

亡
し
た
事
故
の
例
も
あ
り
ま
す
。

　
八
月
一
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま

で
は
”
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進

　シートベルトは、ただ漫然と締めても効果は望めません。正しい

締め万をぜひ覚えてください（ここでは3点式シートベルトの着用

万法を國解します）。

ll饗ll灘織購1馳
②ベルトはよじれていませんか
　ベルトがよじれていると、部分的に圧力が高まって

☆お子さんが3点式ベルトを使うと、ベルトが顔や首にあたるので
かえって免険です。後部座席で2点式ヘルトを使用するようにしてくだ

さい。

☆長さ調節式ベルトの場合は、胸と肩ベルトの間に、にぎりこぶし

が1つ入るくらいの余裕をもたせて調節してください。

運
動
”
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
シ
i
ト
ベ
ル
ト
の
効
用
と
正
し

い
着
用
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

◎
い
く
ら
腕
自
慢
で
も

　
　
衝
撃
に
は
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん

　
車
を
運
転
し
た
事
の
あ
る
人
は

一
度
や
二
度
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏

ん
だ
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
と
き
、
あ
な
た
の
体
は
か
な
り

前
に
つ
ん
の
め
っ
た
は
ず
で
す
。

　
衝
突
事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
、

そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
起
き
ま
す
。

衝
突
の
シ
ョ
ッ
ク
を
人
間
が
手
で

支
え
ら
れ
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
体

重
の
二
～
三
倍
程
度
、
こ
れ
を
時

速
に
直
す
と
、
時
速
七
キ
ロ
が
限

度
で
す
．

　
こ
れ
で
は
、
い
く
ら
腕
自
慢
で

も
耐
え
ら
れ
な
い
の
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。

　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

　
あ
な
た
の
命
を
守
っ
て
く
れ
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
。

　
車
に
乗
っ
た
ら
、
エ
ン
ジ
ン
を

か
け
る
前
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締

め
る
ー
こ
れ
を
ぜ
ひ
実
践
し
て
く

だ
さ
い
．

　
七
月
か
ら
ミ
ニ
、
、
ハ
イ
ク
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
も
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

新
潟
県
立
職
業
訓
練
校

　
　
　
入
校
案
内

　
新
潟
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

来
年
春
高
等
学
校
卒
業
者
を
対
象

に
、
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
訓
練
科
と
｛
疋
員
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
電
子
機
器
科
　
　
一
一
十
人

▽
電
気
施
設
科
　
三
十
人

▽
自
動
車
整
備
技
術
科
　
二
十
五

　
人
▽
測
量
科
　
三
十
人

　
合
計
　
四
科
、
百
五
人
と
な
っ

て
お
り
、
訓
練
期
間
は
い
、
づ
れ
も

一
力
年
で
、
来
年
四
月
入
校
と
な

り
ま
す
。

　
応
募
の
受
付
は
、
九
月
一
日
か

ら
三
十
日
ま
で
で
試
験
（
選
考
）

日
は
、
十
月
十
三
日
（
月
）
午
前

九
時
よ
り
学
校
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
す
．

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
職
業
安

｛
．
疋
所
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

◎
学
校
の
住
所
及
び
電
話
番
号

　
新
潟
市
鐙
西
一
丁
目
十
一
番
一

号
雪
0
2
5
2
・
4
7
・
7

　
3
6
1

商
工
会
の
経
営
指
導
員
採
用
候
補
者

募
集
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
の
有
資
格
者
に
つ
い
て
認
｛
疋

受
験
資
格

　
、

一
一
、

三
、

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
現

在
年
齢
満
三
十
一
歳
未
満
の

者
。大
学
卒
業
者
で
二
年
以
上
の

実
務
経
験
者
。

経
営
実
務
に
．
五
年
以
上
の
経

験
者
．

試
験
を
行
な
い
　
合
格
者
を
県
商

工
会
連
合
会
で
採
用
候
補
者
名
簿

に
登
録
し
、
増
員
、
欠
員
の
あ
っ

た
県
内
商
工
会
に
採
用
さ
れ
ま
す
。

受
験
申
込
み

　
九
月
二
十
日
ま
で
。

　
詳
し
く
は
地
元
商
工
会
事
務
局

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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新潟県体育指導員大会

　　　松之山町で開催

　
第
二
十
五
回
新
潟
県
体
育
指
導

員
大
会
が
七
月
十
二
・
十
三
日
の

両
日
に
わ
た
り
松
之
山
で
開
催
さ

れ
、
県
下
全
域
か
ら
二
百
七
十
名

が
参
加
し
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
町
民
体
育
館
に
お
い

て
講
演
会
と
三
つ
の
分
科
会
が
開

か
れ
ま
し
た
が
、
　
「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
と
体
育
指
導
員
の
役
割
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
、
全
国
休

育
指
導
委
貝
連
合
副
会
長
　
青
木

二
二
氏
の
話
が
印
象
的
で
し
た
。

　
二
日
目
は
会
場
を
大
厳
寺
高
原

に
移
し
て
、
新
潟
県
山
岱
協
会
長
、

室
賀
輝
男
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
野

外
活
動
（
集
団
登
山
）
の
あ
り
方
」

を
研
修
し
、
全
日
程
を
終
了
し
ま

し
た
。

謹
町民体育館を会場に開催

青年バレーボール大会成績表

・呼噸騰

松之山

婦人バレーボール大会

婦人バレーボール大会成績表

　　　松之ロ1

。
の
り
ち
ゃ
ん
ず

　
　
　
　
　
　
　

”
之
ン

　
　
　
　
　
2
　
　
り

布

川1

教
　
員

布
川
o
B

の

布

川

）1

浦

田

松
　
里

（〕

2

松　　里

　
　
　
　
　
　
　
㊦

　
松
之
山
町
青
年
、
、
ハ
レ
ー
、
ボ
ー
ル

大
会
（
九
人
制
）
が
、
六
月
三
十

日
、
七
月
一
日
の
二
日
間
、
夜
行

わ
れ
、
松
之
山
チ
ー
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
七
チ
ー
ム
の
参

加
が
あ
り
、
背
年
の
大
会
ら
し
い

若
さ
あ
ふ
れ
る
好
ゲ
ー
ム
の
連
続

で
し
た
．

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
松
之
山
チ
ー
ム

準
優
勝
　
布
川
チ
ー
ム

敢
闘
賞
　
の
り
ち
ゃ
ん
ず
チ
ー
ム

．

扇驚
　
上
越
と
郡
大
会
へ
の
予
選
会
を

兼
ね
た
松
之
山
町
婦
人
、
、
ハ
レ
ー
、
ボ

ー
ル
大
会
が
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七
月
三
日
の
夜
町

民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
松
之
山
婦

人
、
、
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
優
勝

し
、
上
部
大
会
へ
の
出
場
権
を
確

得
し
ま
し
た
．

　
松
之
山
・
松
里
・
布
川
・
、
浦
田

の
四
チ
ー
ム
の
間
で
行
わ
れ
た
今

年
の
大
会
も
熱
の
入
っ
た
試
合
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
選
手
の
み

な
さ
ん
、
翫
、
』
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

　
上
越
大
会
・
郡
大
会
へ
出
ら
れ

る
チ
ー
ム
の
方
は
頑
張
っ
て
下
さ

い
。◎

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝

準
優
勝

三
　
位

四
　
位

　
尚
、

　
　
　
松
之
山
・
布
川
チ
ー
ム
カ

郡
大
ム
皿
に
．

越
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

松
之
山
チ
ー
ム

布
川
チ
ー
ム

松
里
卜
ー
イ
ッ
チ
ー
ム

浦
田
チ
ー
ム

　
松
之
山
チ
ー
ム
が
上

凝◎
凝
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　　　松之山町で開催
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回
新
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県
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育
指
導
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大
会
が
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月
十
二
・
十
三
日
の

両
日
に
わ
た
り
松
之
山
で
開
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さ

れ
、
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下
全
域
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ら
二
百
七
十
名

が
参
加
し
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
町
民
体
育
館
に
お
い

て
講
演
会
と
三
つ
の
分
科
会
が
開

か
れ
ま
し
た
が
、
　
「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
と
体
育
指
導
員
の
役
割
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
、
全
国
休

育
指
導
委
貝
連
合
副
会
長
　
青
木

二
二
氏
の
話
が
印
象
的
で
し
た
。

　
二
日
目
は
会
場
を
大
厳
寺
高
原

に
移
し
て
、
新
潟
県
山
岱
協
会
長
、

室
賀
輝
男
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
野

外
活
動
（
集
団
登
山
）
の
あ
り
方
」

を
研
修
し
、
全
日
程
を
終
了
し
ま

し
た
。

謹
町民体育館を会場に開催

青年バレーボール大会成績表

・呼噸騰

松之山

婦人バレーボール大会

婦人バレーボール大会成績表

　　　松之ロ1

。
の
り
ち
ゃ
ん
ず

　
　
　
　
　
　
　

”
之
ン

　
　
　
　
　
2
　
　
り

布

川1

教
　
員

布
川
o
B

の

布

川

）1

浦

田

松
　
里

（〕

2

松　　里

　
　
　
　
　
　
　
㊦

　
松
之
山
町
青
年
、
、
ハ
レ
ー
、
ボ
ー
ル

大
会
（
九
人
制
）
が
、
六
月
三
十

日
、
七
月
一
日
の
二
日
間
、
夜
行

わ
れ
、
松
之
山
チ
ー
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
七
チ
ー
ム
の
参

加
が
あ
り
、
背
年
の
大
会
ら
し
い

若
さ
あ
ふ
れ
る
好
ゲ
ー
ム
の
連
続

で
し
た
．

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
松
之
山
チ
ー
ム

準
優
勝
　
布
川
チ
ー
ム

敢
闘
賞
　
の
り
ち
ゃ
ん
ず
チ
ー
ム

．

扇驚
　
上
越
と
郡
大
会
へ
の
予
選
会
を

兼
ね
た
松
之
山
町
婦
人
、
、
ハ
レ
ー
、
ボ

ー
ル
大
会
が
、
七
月
三
日
の
夜
町

民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
松
之
山
婦

人
、
、
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
優
勝

し
、
上
部
大
会
へ
の
出
場
権
を
確

得
し
ま
し
た
．

　
松
之
山
・
松
里
・
布
川
・
、
浦
田

の
四
チ
ー
ム
の
間
で
行
わ
れ
た
今

年
の
大
会
も
熱
の
入
っ
た
試
合
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
選
手
の
み

な
さ
ん
、
翫
、
』
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

　
上
越
大
会
・
郡
大
会
へ
出
ら
れ

る
チ
ー
ム
の
方
は
頑
張
っ
て
下
さ

い
。◎

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝

準
優
勝

三
　
位

四
　
位

　
尚
、

　
　
　
松
之
山
・
布
川
チ
ー
ム
カ

郡
大
ム
皿
に
．

越
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

松
之
山
チ
ー
ム

布
川
チ
ー
ム

松
里
卜
ー
イ
ッ
チ
ー
ム

浦
田
チ
ー
ム

　
松
之
山
チ
ー
ム
が
上

凝◎
凝
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まつのやま（6）

おしらせコーナー

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
は

　
　
年
金
証
書
の
提
出
を
！

　
老
齢
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金

証
書
に
よ
り
年
金
が
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
毎
年
八
月
に
、
ご
本

人
や
扶
養
義
務
者
の
所
得
な
ど
を

審
査
し
、
八
月
分
か
ら
向
う
一
年

間
の
年
金
支
給
額
を
決
定
す
る
こ

，
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
八
月
期
分
の
年
金
を

受
け
取
ら
れ
た
ら
、
証
書
を
す
ぐ

に
役
場
国
民
年
金
係
へ
お
返
し
く

だ
さ
い
。
　
（
郵
便
局
の
窓
口
で
も

良
い
）　
　
す
　
ノ
！
一

8月11日から

　　　もらえま
　ヤ　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　ノ

　
年
金
証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す

と
、
十
｝
月
期
分
の
年
金
を
お
支

払
い
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
民
年
金
以
外
の
公
的

年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
子
供
に

扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し

た
場
合
に
は
、
　
「
福
祉
年
金
支
給

停
止
関
係
届
」
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
忘
れ

な
く
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
　
一
　
、

　
『
　
　
　
一

　
　
　
　
、

　
－
　
一
　
、

年
金
証
書

1 　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
、

ご存知ですか！

届出による目本国籍

の取得

　
国
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
昭
和
六

十
年
『
月
｝
日
か
ら
日
本
人
の
子

で
｝
定
の
条
件
を
備
え
る
外
国
人

は
、
法
務
大
臣
へ
届
出
る
こ
と
に

献

よ
っ
て
日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
そ
の
う
ち
、
改
正
法
施
行
前
に

外
国
人
父
と
日
本
人
母
と
の
間
に

生
ま
れ
た
子
の
国
籍
取
得
の
届
出

に
必
要
な
条
件
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
．

◎
届
出
が
で
き
る
条
件

1
、
昭
和
四
十
年
『
月
｝
日
か
ら

　
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
三
十
一

　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
こ
と
。

2
、
日
本
国
民
で
あ
っ
た
こ
と
が

　
な
い
こ
と
。

3
　
出
生
の
時
に
母
が
日
本
国
民

　
で
あ
っ
た
こ
と
．

4
、
母
が
現
に
日
本
国
民
で
あ
る

　
こ
と
。

◎
届
出
が
で
き
る
期
間

　
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
三
十
一

　
日
ま
で
に
限
ら
れ
ま
す
．

◎
届
出
先
法
務
局

（
上
越
市
大
字
木
田
三
〇
八
番
地

　
二
　
新
潟
地
方
法
務
局
上
越
支
局

　
電
話
〇
二
五
五
f
二
五
－
四
｛

喜
二

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
戸

籍
係
へ
．

〃
　
　
0

　　ノ

　ニ’

’

擁

〆

住
宅
金
融
公
庫

財
形
住
宅
融
資
の
ご
案
内

零

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
財
形
貯

蓄
（
期
間
三
年
以
上
、
残
高
五
十

万
円
以
上
）
を
行
っ
て
い
る
勤
労

者
を
対
象
に
財
形
住
宅
融
資
の
借

入
申
込
み
の
受
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
融
資
は
、
公
庫
の
｝

般
個
人
住
宅
融
資
な
ど
と
あ
わ
せ

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
中
古
住
宅
融
資
や
リ
フ

ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
な
ど
も
下
記
の
申

込
受
付
期
間
中
お
申
込
み
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。

　
　
　
　
記

◎
申
込
受
付
期
間

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
十
四
日

　
～
六
十
二
年
三
月
五
日
ま
で
。

◎
融
資
額

　
財
形
貯
金
残
高
の
五
倍
、
最
高

　
二
、
O
O
O
万
円
ま
で

◎
利
率

　
全
期
間
　
年
五
・
三
八
％

　
（
注
）
八
月
以
降
は
、
融
資
金

　
利
が
公
社
債
等
の
市
場
動
向
か

　
ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
通
し
で

　
す
。

◎
返
済
期
間

　
木
造
の
場
合
　
二
十
五
年
以
内

◎
返
済
方
法

　
原
則
と
し
て
元
利
均
等
毎
月
払

　
い
、
ま
た
は
、
ボ
ー
ナ
ス
払
い

　
の
併
用
．

◎
申
込
場
所
　
住
宅
建
設
場
所
と

　
同
『
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫

業
務
取
扱
店
」

※
詳
し
い
こ
と
は
農
協
筆
の
窓
口

で
．

のまつのやま

褻講ヤ礎

にぎやかに。

　
　
老
ノ
瓜
顎
が

　
　
　
　
　
竈

落さないように静かに！（宅急便リレー）

　
ヒ
月
卜
八
日
、
松
之
山
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
第
一
回
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
、
町
民
体
育
館
、
グ
ラ

ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
室
内

競
技
・
ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
に
と
汗
を

流
し
ま
し
た
．

　
八
，
年
は
新
潟
県
老
連
ス
ポ
ー
ツ
・

ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
郡
大
会
が
、

松
之
山
町
を
会
場
に
行
わ
れ
る
こ

と
も
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
予
選

会
も
兼
ね
て
行
わ
れ
た
こ
の
大
会

は
、
各
地
区
代
表
選
手
の
意
気

込
み
も
ち
が
い
、
和
気
あ
い
あ
い

の
中
に
も
勝
負
に
対
す
る
厳
し
さ

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
室
内
競
技
の
部
で
は
三
省
チ
ー

ム
が
優
勝
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は

松
之
山
部
落
チ
ー
ム
が
強
、
蒙
、
■
大

荒
戸
部
落
チ
ー
ム
を
敗
っ
て
優
勝

し
ま
し
た
．

　
こ
の
大
会
、
当
初
し
月
卜
五
H

実
施
の
予
定
だ
っ
た
の
が
雨
の
た

め
延
期
さ
れ
た
も
の
で
す
．

　
午
前
中
行
わ
れ
た
室
内
競
技
は
、

樽
転
が
し
リ
レ
ー
ヘ
な
か
な
か
ま

っ
す
ぐ
転
が
り
ま
せ
ん
）
　
・
ス
プ

ー
ン
レ
ー
ス
リ
レ
i
（
途
中
の
障

害
物
が
気
に
な
り
ま
す
）
・
中
玉

送
り
（
男
・
女
の
意
気
が
八
日
わ
な

い
と
遅
く
な
り
ま
す
）
・
宅
急
便

リ
レ
ー
へ
風
船
が
じ
っ
と
し
て
い

て
く
れ
ま
せ
ん
）
・
玉
入
競
争
（
六

コ
し
か
入
ら
な
い
地
区
も
あ
り
ま

し
た
）
・
男
女
混
合
リ
レ
！
（
思

う
よ
う
に
足
が
出
ま
せ
ん
）
以
L
、

六
種
H
で
行
わ
れ
終
始
笑
い
の
絶

え
な
い
半
H
で
し
た
。

　
郡
大
会
で
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

　　　　　　5番第きゲート通過！
▼室内競技成績表

▼ゲートボール成績表

1　　位 松

2　　位 大

3　　位
水

上1

敢闘賞 湯

之山

荒戸
　』禾り
　杢＿

布川

　山

プ
ン
一

中　』玉

おくり

宅急便

ソレー
K入れ
男　女
混　肖
リレー

総　合

得　点

飯 50点 10点 40点 20、点 190点

40 50 50 30 250

10 40 10 50 170

20 20． 20　一 40 130

30 30 30 10 160

⊥1

松之山 三　省 三　省 松　里 三　省

レ

50
　
4
0
　
1
0
　
2
0
　
3
0

之山

　種
　　　目地
　
区

タルこ
ろがし
リレー

ス
ー
ソ

松之山 20点

三　　省 40

松　　里 50

布　　川 10

浦　　田 30

一位地区 松　里 松
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おしらせコーナー

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
は

　
　
年
金
証
書
の
提
出
を
！

　
老
齢
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金

証
書
に
よ
り
年
金
が
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
毎
年
八
月
に
、
ご
本

人
や
扶
養
義
務
者
の
所
得
な
ど
を

審
査
し
、
八
月
分
か
ら
向
う
一
年

間
の
年
金
支
給
額
を
決
定
す
る
こ

，
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
八
月
期
分
の
年
金
を

受
け
取
ら
れ
た
ら
、
証
書
を
す
ぐ

に
役
場
国
民
年
金
係
へ
お
返
し
く

だ
さ
い
。
　
（
郵
便
局
の
窓
口
で
も

良
い
）　
　
す
　
ノ
！
一

8月11日から

　　　もらえま
　ヤ　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　ノ

　
年
金
証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す

と
、
十
｝
月
期
分
の
年
金
を
お
支

払
い
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
民
年
金
以
外
の
公
的

年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
子
供
に

扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し

た
場
合
に
は
、
　
「
福
祉
年
金
支
給

停
止
関
係
届
」
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
忘
れ

な
く
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
　
一
　
、

　
『
　
　
　
一

　
　
　
　
、

　
－
　
一
　
、

年
金
証
書

1 　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
、

ご存知ですか！

届出による目本国籍

の取得

　
国
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
昭
和
六

十
年
『
月
｝
日
か
ら
日
本
人
の
子

で
｝
定
の
条
件
を
備
え
る
外
国
人

は
、
法
務
大
臣
へ
届
出
る
こ
と
に

献

よ
っ
て
日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
そ
の
う
ち
、
改
正
法
施
行
前
に

外
国
人
父
と
日
本
人
母
と
の
間
に

生
ま
れ
た
子
の
国
籍
取
得
の
届
出

に
必
要
な
条
件
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
．

◎
届
出
が
で
き
る
条
件

1
、
昭
和
四
十
年
『
月
｝
日
か
ら

　
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
三
十
一

　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
こ
と
。

2
、
日
本
国
民
で
あ
っ
た
こ
と
が

　
な
い
こ
と
。

3
　
出
生
の
時
に
母
が
日
本
国
民

　
で
あ
っ
た
こ
と
．

4
、
母
が
現
に
日
本
国
民
で
あ
る

　
こ
と
。

◎
届
出
が
で
き
る
期
間

　
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
三
十
一

　
日
ま
で
に
限
ら
れ
ま
す
．

◎
届
出
先
法
務
局

（
上
越
市
大
字
木
田
三
〇
八
番
地

　
二
　
新
潟
地
方
法
務
局
上
越
支
局

　
電
話
〇
二
五
五
f
二
五
－
四
｛

喜
二

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
戸

籍
係
へ
．

〃
　
　
0

　　ノ

　ニ’

’

擁

〆

住
宅
金
融
公
庫

財
形
住
宅
融
資
の
ご
案
内

零

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
財
形
貯

蓄
（
期
間
三
年
以
上
、
残
高
五
十

万
円
以
上
）
を
行
っ
て
い
る
勤
労

者
を
対
象
に
財
形
住
宅
融
資
の
借

入
申
込
み
の
受
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
融
資
は
、
公
庫
の
｝

般
個
人
住
宅
融
資
な
ど
と
あ
わ
せ

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
中
古
住
宅
融
資
や
リ
フ

ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
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ど
も
下
記
の
申

込
受
付
期
間
中
お
申
込
み
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。

　
　
　
　
記

◎
申
込
受
付
期
間

　
昭
和
六
十
一
年
四
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二
十
四
日

　
～
六
十
二
年
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月
五
日
ま
で
。

◎
融
資
額

　
財
形
貯
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残
高
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五
倍
、
最
高

　
二
、
O
O
O
万
円
ま
で

◎
利
率

　
全
期
間
　
年
五
・
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八
％

　
（
注
）
八
月
以
降
は
、
融
資
金

　
利
が
公
社
債
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の
市
場
動
向
か

　
ら
引
き
上
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ら
れ
る
見
通
し
で

　
す
。

◎
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期
間

　
木
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合
　
二
十
五
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◎
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方
法
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し
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払

　
い
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ま
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は
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ボ
ー
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払
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用
．

◎
申
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場
所
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同
『
県
内
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住
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融
公
庫

業
務
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扱
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※
詳
し
い
こ
と
は
農
協
筆
の
窓
口

で
．

のまつのやま

褻講ヤ礎

にぎやかに。

　
　
老
ノ
瓜
顎
が

　
　
　
　
　
竈

落さないように静かに！（宅急便リレー）

　
ヒ
月
卜
八
日
、
松
之
山
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
第
一
回
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
、
町
民
体
育
館
、
グ
ラ
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ド
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
室
内

競
技
・
ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
に
と
汗
を

流
し
ま
し
た
．

　
八
，
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新
潟
県
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連
ス
ポ
ー
ツ
・

ゲ
i
ト
ボ
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会
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郡
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会
が
、

松
之
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場
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行
わ
れ
る
こ

と
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ま
っ
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お
り
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そ
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予
選

会
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兼
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て
行
わ
れ
た
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の
大
会

は
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各
地
区
代
表
選
手
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意
気
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和
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す
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ま
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。
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落
チ
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大

荒
戸
部
落
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優
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六
種
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終
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笑
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の
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え
な
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半
H
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。

　
郡
大
会
で
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

　　　　　　5番第きゲート通過！
▼室内競技成績表

▼ゲートボール成績表

1　　位 松

2　　位 大

3　　位
水

上1

敢闘賞 湯

之山

荒戸
　』禾り
　杢＿

布川

　山

プ
ン
一

中　』玉

おくり

宅急便

ソレー
K入れ
男　女
混　肖
リレー

総　合

得　点

飯 50点 10点 40点 20、点 190点

40 50 50 30 250

10 40 10 50 170

20 20． 20　一 40 130

30 30 30 10 160

⊥1

松之山 三　省 三　省 松　里 三　省

レ

50
　
4
0
　
1
0
　
2
0
　
3
0

之山

　種
　　　目地
　
区

タルこ
ろがし
リレー

ス
ー
ソ

松之山 20点

三　　省 40

松　　里 50

布　　川 10

浦　　田 30

一位地区 松　里 松



ー
o
う
ト
F
ー

』響fr

一
．
．
◎
、

｝
、

　
　
　
　
4

　
　
勇
松
之
山
羅
団
で
は
・
昌

心
　
±
二
屍
翠
実
警
が

　
　
　
　
　
　
　
ら
の
想
定
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
笛
年
こ
の
時
期
に
大
会
と
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は

　
　
　
　
　
　
　
本
番
と
ほ
ぽ
同
じ
く
や
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
、
よ
り
以
上
の
成
果
が
得

　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
出
動

　
　
　
　
　
　
　
す
る
場
所
も
ぎ
り
く
ま
で
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
ず
に
行
わ
れ
、
そ
の
場
に
対

　
　
　
　
　
　
　
応
し
た
消
火
活
動
が
ど
の
く
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
早
く
取
ら
れ
る
か
訓
練
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
た
。

町
消
防
団

地
区
想
定
訓
練
を
実
施

　
ど
の
分
団
も
こ
の
種
の
訓
練
は

初
め
て
と
あ
っ
て
￥
相
当
戸
惑
い

が
あ
つ
た
よ
う
で
す
が
、
さ
す
が

は
松
之
山
町
消
防
団
、
日
頃
の
訓

練
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、
四
地
区

と
も
当
初
の
目
的
を
十
分
満
足
さ

せ
る
成
果
を
上
げ
た
と
い
う
講
評

で
し
た
。

　
で
も
、
い
く
ら
消
防
体
制
が
整

っ
て
い
て
も
火
事
は
な
い
万
が
良

い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
花
火
や

火
遊
び
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

、
O

火点に向って放水開始！

　
　
　
　
　
　
ヲ
き

　
　
さ

　
　
引
な
惨

個診
第
田

女性チームが上位を独占！

　
商
工
会
青
年
部
主
催
の
第
二
回

町
民
つ
な
引
き
大
会
が
、
七
月
十

四
臼
夜
、
二
十
七
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
盛
大
に
行
わ
れ
、
女
性
だ
け

の
チ
ー
ム
が
｝
位
か
ら
三
位
ま
で

独
占
す
る
と
い
う
意
外
な
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
去
年
秋
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

こ
の
大
会
に
は
、
つ
な
引
き
フ
ー

ム
の
影
響
か
、
そ
れ
と
も
賞
品
の

豪
華
さ
に
引
か
れ
て
か
一
一
十
七
チ

ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
と
い
う

盛
況
振
り
で
、
勝
ち
進
む
に
は
五

回
、
六
回
と
対
戦
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
大
変
な
大
会
で
し
た
。

会場いっばいの参加者

　
今
年
、
女
性
の
人
数
を
増
や
し

た
関
係
で
、
男
性
チ
ー
ム
は
歯
が

た
た
ず
四
位
が
や
っ
と
と
い
う
成

績
で
し
た
。
次
回
に
頑
張
り
ま
し

杢
つ
。

◎
大
△
∬
成
績

優
　
勝
　
カ
ル
ガ
モ
姉
妹
（
布
川

　
　
　
　
女
性
チ
ー
ム
）

準
優
勝
　
山
の
神
（
松
之
山
女
性

　
　
　
　
チ
ー
ム
）

三
　
位
　
芦
屋
の
は
ず
れ
（
独
身

　
　
　
　
女
性
チ
ー
ム
）

　
尚
、
四
位
に
は
前
回
優
勝
の
天

水
島
チ
ー
ム
で
し
た
。

女性同志の決勝戦応援にも熱が入る

乗
せ
て
く
れ
な
い
か
な
あ

こしかぜ号

　
松
之
山
町
と
浦
田
の
両
農
協
主

催
の
交
通
安
全
フ
エ
ア
が
七
月
十

二
臼
、
松
之
山
中
学
校
の
ク
一
フ
ン

ド
を
会
場
に
行
わ
れ
、
町
内
の
全

保
育
所
・
小
学
校
・
中
学
校
の
子

供
た
ち
と
一
般
の
人
、
約
九
〇
〇

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
新
潟
県
警
察
の
全
面
的
協
力
で

行
わ
れ
た
こ
の
催
し
に
は
、
県
警

の
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
“
こ
し
か
ぜ
”

を
は
じ
め
、
外
車
の
ボ
リ
シ
ェ
を

使
っ
た
高
速
バ
ト
カ
ー
や
臼
バ
イ

ニ
盆
な
ど
と
、
県
警
音
楽
隊
・
カ

ラ
ー
ガ
ー
ル
ス
の
み
な
さ
ん
が
参

加
し
、
多
万
面
か
ら
交
通
安
全
に

対
す
る
関
心
と
協
力
を
呼
び
か
け

　
　
　
　
　
飯
、

　
　
　
　
拳

　
　
　
　
　
　
　
　
轟
「
騒

，
劇
礎
孟
翻
蝉瑠諦参加

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
生
徒
に
よ
る
体
験
発

表
や
自
転
車
・
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
実

技
指
導
な
ど
と
、
人
形
を
使
っ
て

の
交
通
事
故
の
実
演
も
行
わ
れ
、

大
変
良
い
体
験
を
し
た
と
思
い
ま

す
。　
県
警
音
楽
隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ル

ス
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
の
後
で
、
交
通
安
全
の
願
い

を
込
め
た
風
舟
を
上
げ
交
通
安
全

フ
エ
ア
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
お
盆
も
近
つ
き
県
外
か
ら
の
車

が
沢
山
入
っ
て
来
ま
す
。
事
故
の

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

二うならないように気をイ寸けて！
カ
ラ
ー
ガ
ー
ル
ズ
の
皆
さ
ん

蓋榛如
、購謬
、
～

ど
こ
へ
飛
ん
で
行
く
の
が
な

ブレーキはききますか？
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さ

い
。

二うならないように気をイ寸けて！
カ
ラ
ー
ガ
ー
ル
ズ
の
皆
さ
ん

蓋榛如
、購謬
、
～

ど
こ
へ
飛
ん
で
行
く
の
が
な

ブレーキはききますか？
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松之山町社会福祉協議会

として設立される黛法人“

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昭

和
四
十
一
年
設
立
以
来
地
域
住
民

の
福
祉
向
上
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
日
の
複

雑
多
様
化
し
た
福
祉
問
題
と
社
会

状
況
の
変
化
に
対
応
し
地
域
福
祉

活
動
を
よ
り
進
展
さ
せ
る
た
め
、

方
針
や
組
織
等
を
明
確
化
し
て
広

く
住
民
の
参
加
協
力
を
願
う
た
め

に
”
法
人
化
”
す
る
作
業
を
進
め

て
来
ま
し
た
が
、
六
月
二
十
日
付

を
も
っ
て
厚
生
省
の
認
可
が
お
り
、

ま
た
、
七
月
七
日
に
法
人
と
し
て

の
登
記
を
済
せ
正
式
に
、
　
「
社
会

福
祉
法
人
松
之
山
町
社
会
福
祉
協

議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
人
化
に
よ
っ
て
、
社
会

福
祉
事
業
の
能
率
的
運
営
と
組
織

的
活
動
の
促
進
、
地
域
社
会
福
祉

の
増
進
が
よ
り
強
力
的
に
図
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
法
人
と
し
て
行
う
事
業

一
、
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事

　
業
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究

二
、
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事

　
業
に
関
す
る
総
合
的
企
画

三
、
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事

　
業
に
関
す
る
連
絡
調
整
及
び
助

共同募金事業も法人の手で

　
成
四
、
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事

　
業
に
関
す
る
普
及
及
び
宣
伝

五
、
共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力

六
、
心
配
ご
と
相
談
所
の
設
置
運

　
営
七
、
社
会
奉
任
活
動
に
関
す
る
事

　
業
八
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
の

　
た
め
必
要
な
事
業

　
こ
の
法
人
に
は
十
二
名
の
理
事

と
一
一
名
の
監
事
及
び
、
三
十
三
名

の
評
議
員
が
お
り
ま
す
。

　
理
事
に
は
次
の
方
々
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
会
長
　
村
山
政
光
（
理
事
に
よ

る
互
選
）
・
樋
熊
琢
成
・
樋
口
佐

与
英
・
相
沢
達
雄
・
高
波
仁
一
郎
・

福
原
庚
造
・
佐
藤
大
治
・
高
橋
慶

春
・
小
野
塚
熊
男
・
村
山
里
志
・

石
塚
清
丸
・
佐
藤
正
徳
。

　
ま
た
、
監
事
と
し
て
、
山
口
喜

作
・
相
沢
正
常
の
二
人
が
選
任
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
法
人
の
財
産
と
し

・
て
豪
雪
対
策
基
金
な
ど
資
産
六
七

五
万
八
、
九
七
八
円
、
事
務
机
な

ど
備
品
と
し
て
二
万
二
、
O
O
O

円
が
あ
り
ま
す
．

向
う
三
ケ
月
の

天
気
は

　
　
ど
う
な
る
の
？

◇
2
令

　
新
潟
地
方
気
象
台
は
、
八
～
十

月
ま
で
の
三
ケ
月
予
報
を
発
表
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
八
月

は
平
年
並
み
の
夏
ら
し
い
暑
さ
に

な
り
、
下
旬
か
ら
九
月
に
か
け
て

は
残
暑
が
厳
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
九
月
後
半
は
秋
雨
と
な
る
が
、

十
月
は
比
較
的
晴
天
が
多
い
と
予

報
し
て
い
ま
す
．

（
八
月
）
暑
い
晴
天
の
日
が
多
い

が
半
ば
ご
ろ
前
線
が
南
下
し
て
一

時
天
気
の
不
安
定
な
時
期
が
あ
り
、

局
地
的
大
雨
に
注
意
。
気
温
、
降

水
量
、
日
照
と
も
平
年
並
み
。

（
九
月
）
残
暑
が
あ
る
が
、
後
半

前
線
が
活
発
化
し
雲
り
や
雨
の
日

が
多
く
な
る
。
気
温
、
降
水
量
、

日
照
と
も
平
年
並
み
。

（
十
月
）
穏
や
か
な
晴
天
の
日
が

多
い
。
気
温
は
平
年
並
み
。
降
水

量
は
や
や
少
な
く
、
日
照
は
や
や

多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
気

　
　
　
　
　
　
　
　
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

多
　
帥
蓼
鵬

卿
、
β

葡
輪
瓢

麟・鴨っ憾剣

　
第
十
一
回
町
民
体
育
大
会
が
、

梅
雨
明
け
宣
言
の
出
さ
れ
た
二
十

七
日
、
カ
ン
／
＼
照
り
の
盛
暑
の

中
で
町
民
の
大
多
数
が
参
加
し
て

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
区
対
抗
の
総
合
優
勝
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
”
松
里
”
で
し
た
。

　
幼
児
か
ら
お
年
寄
ま
で
参
加
す

る
こ
の
大
会
も
今
年
で
十
一
回
目

を
数
え
、
す
っ
か
り
町
民
の
も
の

と
し
て
根
付
い
て
来
ま
し
た
が
、

各
地
区
と
も
選
手
の
選
考
や
応
援

な
ど
に
相
当
苦
労
し
て
い
る
よ
う

で
す
．

　
今
年
の
大
会
は
、
梅
雨
明
け
直

後
の
暑
い
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ケ
ガ
人
や
病
人
の
出
な
い
本
当
に

な
ご
や
か
な
大
会
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
．

　
選
手
・
役
員
・
応
援
に
来
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
暑
い
中
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
地
区
対
抗
総
合
成
績

優
勝
松
里
（
二
六
〇
点
）

準
優
勝
　
浦
　
田
（
一
九
三
点
）

三
位
布
川
（
一
八
九
点
）

四
位
三
省
（
一
六
七
点
）

五
位
松
之
山
（
一
五
四
点
）

団
体
種
目
別
成
績

▼
紅
白
玉
入
れ

　
①
布
川
②
三
省
③
浦
田
④
松
里

⑤
松
之
山

▼
宝
箱
は
こ
ぴ

　
①
布
川
②
三
省
③
松
之
山
④
松

里
⑤
浦
田

▼
う
ず
ま
き
り
レ
ー

　
①
三
省
②
布
川
③
松
里
④
浦
田

⑤
松
之
山

▼
綱
引
き

　
①
松
里
②
浦
田
③
松
之
山
③
三

省
③
布
川

▼
玉
は
こ
び
リ
レ
ー

　
①
布
川
②
松
里
③
浦
田
④
松
之

山
⑤
二
省

▼
縄
な
い
リ
レ
ー

　
①
浦
田
（
新
記
録
n
m
9
0
㎝
）

　
②
松
里
③
布
川
④
松
之
山
⑤
三

　
省

▼
女
子
リ
レ
ー

　
①
松
里
②
松
之
山
③
三
省
④
浦

田
⑤
布
川

▼
男
子
リ
レ
ー

　
①
松
里
②
布
川
③
三
省
④
松
之

山
⑤
浦
田

◎
新
記
録

〇
三
K
ロ
ー
ド
【
高
校
男
】
村
山

　
保
（
1
0
分
58
秒
）
・
村
山
真
男

　
（
n
分
0
8
秒
）
・
【
中
高
女
子
】

　
相
沢
幸
子
（
M
分
3
4
秒
）
・
佐

　
藤
恵
（
M
分
3
7
秒
）
・
村
山
澄

　
江
（
1
4
分
3
7
秒
）
・
山
岸
正
美

　
（
1
5
分
5
秒
）

み
ん
な
で

箏
み
ろ
て
！

森
林
組
合
特
産
フ
ェ
ァ

　
松
之
山
森
林
組
合
で
は
、
大
島
、

津
南
な
ど
近
隣
町
村
の
協
力
を
得

て
、
八
月
十
日
よ
り
一
週
間
、
新

装
な
る
松
之
山
“
さ
か
や
”
の
店

の
一
部
を
借
り
て
、
特
産
品
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
盆
の
お
客
さ
ん
な
ど
と
連
れ

一
立
っ
て
・
是
非
苗
掛
け
下
さ
い
・

｝
期
間
中
は
客
種
才
ビ
ス
盛

沢
山
で
す
．

▽
期
間
　
八
月
十
日
～
十
六
日

▽
場
所
　
松
之
山
十
字
路
“
さ
か

　
　
　
　
や
”
の
店
の
一
部

”
”
”
闘
騰
”
＊
目
“
”
“
u
聾

免
許
更
新
の
お
し
ら
せ

　
八
月
の
免
許
更
新
手
続
は
八
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方

は
忘
れ
ず
に
受
け
て
下
さ
い
。

▽
日
時
　
八
月
八
日
（
金
）
午
前

　
　
　
　
九
時
よ
り
受
付

▽
場
所
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
詳
し
く
は
役
場
総
務
課
ま
で
、

お
尋
ね
下
さ
い
。
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勝
　
浦
　
田
（
一
九
三
点
）

三
位
布
川
（
一
八
九
点
）

四
位
三
省
（
一
六
七
点
）

五
位
松
之
山
（
一
五
四
点
）

団
体
種
目
別
成
績

▼
紅
白
玉
入
れ

　
①
布
川
②
三
省
③
浦
田
④
松
里

⑤
松
之
山

▼
宝
箱
は
こ
ぴ

　
①
布
川
②
三
省
③
松
之
山
④
松

里
⑤
浦
田

▼
う
ず
ま
き
り
レ
ー

　
①
三
省
②
布
川
③
松
里
④
浦
田

⑤
松
之
山

▼
綱
引
き

　
①
松
里
②
浦
田
③
松
之
山
③
三

省
③
布
川

▼
玉
は
こ
び
リ
レ
ー

　
①
布
川
②
松
里
③
浦
田
④
松
之

山
⑤
二
省

▼
縄
な
い
リ
レ
ー

　
①
浦
田
（
新
記
録
n
m
9
0
㎝
）

　
②
松
里
③
布
川
④
松
之
山
⑤
三

　
省

▼
女
子
リ
レ
ー

　
①
松
里
②
松
之
山
③
三
省
④
浦

田
⑤
布
川

▼
男
子
リ
レ
ー

　
①
松
里
②
布
川
③
三
省
④
松
之

山
⑤
浦
田

◎
新
記
録

〇
三
K
ロ
ー
ド
【
高
校
男
】
村
山

　
保
（
1
0
分
58
秒
）
・
村
山
真
男

　
（
n
分
0
8
秒
）
・
【
中
高
女
子
】

　
相
沢
幸
子
（
M
分
3
4
秒
）
・
佐

　
藤
恵
（
M
分
3
7
秒
）
・
村
山
澄

　
江
（
1
4
分
3
7
秒
）
・
山
岸
正
美

　
（
1
5
分
5
秒
）

み
ん
な
で

箏
み
ろ
て
！

森
林
組
合
特
産
フ
ェ
ァ

　
松
之
山
森
林
組
合
で
は
、
大
島
、

津
南
な
ど
近
隣
町
村
の
協
力
を
得

て
、
八
月
十
日
よ
り
一
週
間
、
新

装
な
る
松
之
山
“
さ
か
や
”
の
店

の
一
部
を
借
り
て
、
特
産
品
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
盆
の
お
客
さ
ん
な
ど
と
連
れ

一
立
っ
て
・
是
非
苗
掛
け
下
さ
い
・

｝
期
間
中
は
客
種
才
ビ
ス
盛

沢
山
で
す
．

▽
期
間
　
八
月
十
日
～
十
六
日

▽
場
所
　
松
之
山
十
字
路
“
さ
か

　
　
　
　
や
”
の
店
の
一
部

”
”
”
闘
騰
”
＊
目
“
”
“
u
聾

免
許
更
新
の
お
し
ら
せ

　
八
月
の
免
許
更
新
手
続
は
八
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方

は
忘
れ
ず
に
受
け
て
下
さ
い
。

▽
日
時
　
八
月
八
日
（
金
）
午
前

　
　
　
　
九
時
よ
り
受
付

▽
場
所
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
詳
し
く
は
役
場
総
務
課
ま
で
、

お
尋
ね
下
さ
い
。
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こ
の
程
、

・
附
近
に
、

量心して

遊べますノ

カードがあれば0．Kです

　
松
之
山
保
育
所
入
口

か
ね
て
よ
り
保
母
・1民　松之山保育所に安全柵完成
父口

母
よ
り
要
望
の
あ
っ
た
安
全
棚
が

完
成
し
、
み
ん
な
か
ら
喜
ば
れ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
今
ま
で
保
育
所
の
前

庭
と
道
路
と
の
境
が
は
っ
き
り
し

て
い
な
か
っ
た
の
と
、
近
く
に
池

が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
安
全
面
に

不
安
が
あ
る
た
め
、
早
期
に
棚
な

ど
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声

を
受
け
て
、
町
が
三
十
一
万
円
の

費
用
を
か
け
て
整
備
し
た
も
の
で

す
。　
こ
れ
か
ら
も
安
全
に
心
掛
け
、

元
気
の
良
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

夏の特別火災予防旬間

8月11日～20日
　お盆を迎え帰省客、・避暑・観光客等で管内の人口が急

激に増加し、家庭・宿泊施設等においては大変多忙な時

期となり火災の多発が懸念されるところです。

　又、夏休みということから子供達の火遊び花火遊びに

よる火災があとをたちません。

　火の怖さ、正しい使い方をみんなで教えましょう。

　目のつきやすいところにはマッチやライターは置かな

いよう注意しましょう。

⑬まつのやま

富蜘やか君
　　　　　　　　メ
　　、丑対宗　毯

瑠
励
．
…

　
　
　
　
．
護

　
　
．
竃
8
！
．

～
グ 轡

た
墨

　
キ
ヤ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
等
々
、
今
の
世
の
中

ど
こ
へ
行
っ
て
も
カ
ー
ド
・
カ
ー

ド
。
旅
行
へ
行
く
に
も
、
買
い
物

に
行
く
に
も
現
金
を
持
た
ず
に
カ

ー
ド
を
持
っ
て
行
く
だ
け
で
用
が

足
り
る
、
そ
ん
な
時
代
に
な
っ
て

来
ま
し
た
。

　
こ
の
松
之
山
に
も
、
キ
ャ
ッ
シ

ユ
カ
ー
ド
で
お
金
の
下
ろ
さ
れ
る

現
金
自
動
払
出
機
が
御
目
見
得
し
、

み
な
さ
ん
の
利
用
を
待
っ
て
い
ま

す
。　
こ
れ
は
、
松
之
山
町
農
協
本
所

一
階
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、

カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
二
階
に
上
が
る

愛
の
献
血

　
　
あ
り
が
と
う

　
七
月
二
十
四
日
、
老
人
憩
の
家

で
三
回
目
の
献
血
が
行
わ
れ
、
七

十
五
人
の
方
か
ら
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
．

▽
献
血
協
力
者
名
（
順
不
同
）

　
高
橋
マ
ツ
　
佐
藤
ハ
ツ
ヲ
　
高

橋
ス
ミ
　
高
橋
孝
子
　
福
原
晃

高
橋
勇
　
高
橋
勉
　
村
山
武
雄

藤
へ
、
驚

　　　、ヒ

、繍鈎

　
」
い
斐

熊
」
陰

　
ど
．
を
修
た

曝
、

入口附近に作られた移動式門扉

こ
と
も
な
く
、
通
帳
や
印
鑑
は
い

っ
さ
い
不
用
で
、
下
ろ
さ
れ
る
時

間
も
平
日
は
午
後
六
時
ま
で
と
な

っ
て
お
り
、
非
常
に
便
利
だ
と
農

協
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
カ
ー
ド
は
、
全
国
ど
こ

の
農
協
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
出

来
る
そ
う
で
す
。

　
八
月
か
ら
第
二
土
曜
日
に
引
き

続
き
、
第
三
土
曜
日
も
金
融
機
関

、
が
休
み
と
な
り
ま
す
。
で
も
、
カ

ー
ド
が
あ
れ
ば
午
後
二
時
ま
で
は

払
い
戻
し
が
可
能
で
す
。

　
少
し
も
面
倒
な
こ
と
は
な
い
そ

う
で
す
の
で
、
一
度
利
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

＼
ノ

福
原
エ
ミ
子
　
佐
藤
カ
ズ
エ
　
佐

藤
時
江
　
高
沢
欣
一
　
小
野
塚
善

博
　
佐
藤
重
信
　
渕
岡
己
恵
子

高
橋
マ
リ
子
　
村
山
キ
ト
　
高
橋

セ
ツ
子
　
布
施
カ
ク
　
久
保
田
カ

ッ
　
福
原
い
せ
子
　
福
原
ま
り
子

　
佐
藤
三
雄
　
南
雲
武
　
本
山
敏

雄
　
小
野
塚
栄
　
滝
沢
忍
　
佐
藤

美
千
江
　
高
橋
邦
江
　
福
原
よ
み

子
　
保
坂
諭
祐
　
小
野
塚
め
ぐ
み

　
大
見
慶
介
　
福
原
豊
　
樋
口
勇

　
福
原
民
樹
　
高
沢
貞
男
　
高
橋

明
福
原
正
子
布
施
政
子
高

沢
寿
恵
　
佐
藤
正
徳
　
高
橋
重
敏

　
福
原
さ
つ
き
　
小
堺
ゆ
り
子

村
山
信
吾
　
佐
藤
守
明
　
小
口
一

成
　
福
原
政
弘
　
保
坂
美
智
雄

滝
沢
英
則
　
中
島
一
男
　
高
橋
定

安
小
野
塚
博
本
山
タ
ツ
本

山
倉
吉
　
小
野
塚
タ
ケ
‘
久
保
田

和
夫
　
佐
藤
太
一
　
佐
藤
美
津
子

　
佐
藤
さ
と
み
　
草
村
慶
子
　
高

橋
健
一
　
高
橋
豊
孝
　
長
沢
清
美

　
山
田
光
儀
　
渕
岡
森
栄
　
小
野

塚
良
子
　
中
島
弘
子
　
高
橋
ミ
ツ

イ
　
柳
松
夫
　
高
橋
良
一
　
高
橋

明
夫
　
高
沢
精
一
　
高
沢
ゆ
う
子

　
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

入
札
結
果

▽
産
第
八
号
　
団
体
営
か
ん
が

　
排
水
　
　
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組

▽
産
第
九
号
　
団
体
営
地
す
べ
り

　
関
連
　
　
（
狐
塚
地
区
）

　
高
橋
組

▽
産
第
十
号
　
農
村
基
盤
整
備

　
農
道
　
　
（
新
田
地
区
）

版
塚
建
設
一
、

▽
振
第
二
号
　
鏡
ケ
池
公
園
工
事

　
（
中
尾
）

グ
リ
ー
ン
産
業

　
　
　
　
　
　
一
、
七
五
〇
万
円

▽
振
第
三
号
　
ス
キ
i
場
水
路
工

事
　
（
天
水
島
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
三
八
O
万
円

▽
振
第
四
号
　
林
道
開
設
　
　
（
豊

田
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
一
、
七
〇
〇
万
円

▽
振
第
五
号
　
林
道
舗
装
工
事

　
（
中
原
地
区
）

」
．
漕

．
．
饗

驕碗
．
芯

　
　
　
　
い

五
〇
〇
万
円

四
六
〇
万
円

一
〇
〇
万
円

　
福
田
道
路
　
　
　
九
六
〇
万
円

▽
振
第
六
号
　
林
道
舗
装
工
事

　
　
（
東
山
地
区
）

　
上
越
舗
道
　
　
　
七
七
〇
万
円

▽
振
第
七
号
　
林
道
災
害
復
旧
工

　
事
（
東
山
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
五
六
〇
万
円

▽
建
第
十
号
　
道
路
改
良
・
舗
装

　
工
事
（
松
口
）

　
福
田
道
路
　
　
　
五
四
〇
万
円

▽
建
第
十
一
号
道
路
改
良
・
舗

　
装
工
事
（
大
荒
戸
）

　
福
田
道
路
　
一
、
一
四
〇
万
円

▽
建
第
十
二
号
　
道
路
改
良
工
事

　
（
藤
倉
地
内
）

　
高
橋
組
　
　
三
、
五
〇
〇
万
円

▽
建
第
十
三
号
　
道
路
改
良
工
事

　
（
坪
野
）

　
大
海
組
　
　
一
、
二
四
〇
万
円

▽
建
第
十
四
号
　
道
路
改
良
工
事

　
（
北
浦
田
）

飯
塚
建
設

▽
建
第
＋
五
号

　
（
豊
田
）

飯
塚
建
設

▽
建
第
＋
六
号

　
（
田
麦
立
）

福
田
道
路

▽
教
育
委
貝
会

　
新
築
工
事
（
松
之
山
）

高
橋
組
五
五
、

　
八
二
〇
万
円

道
路
改
良
工
事

、
七
二
〇
万
円

舗
装
新
設
工
事

　
五
〇
〇
万
円

松
之
山
小
学
校

○
○
○
万
円
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と
な
り
ま
す
。
で
も
、
カ

ー
ド
が
あ
れ
ば
午
後
二
時
ま
で
は

払
い
戻
し
が
可
能
で
す
。

　
少
し
も
面
倒
な
こ
と
は
な
い
そ

う
で
す
の
で
、
一
度
利
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

＼
ノ

福
原
エ
ミ
子
　
佐
藤
カ
ズ
エ
　
佐

藤
時
江
　
高
沢
欣
一
　
小
野
塚
善

博
　
佐
藤
重
信
　
渕
岡
己
恵
子

高
橋
マ
リ
子
　
村
山
キ
ト
　
高
橋

セ
ツ
子
　
布
施
カ
ク
　
久
保
田
カ

ッ
　
福
原
い
せ
子
　
福
原
ま
り
子

　
佐
藤
三
雄
　
南
雲
武
　
本
山
敏

雄
　
小
野
塚
栄
　
滝
沢
忍
　
佐
藤

美
千
江
　
高
橋
邦
江
　
福
原
よ
み

子
　
保
坂
諭
祐
　
小
野
塚
め
ぐ
み

　
大
見
慶
介
　
福
原
豊
　
樋
口
勇

　
福
原
民
樹
　
高
沢
貞
男
　
高
橋

明
福
原
正
子
布
施
政
子
高

沢
寿
恵
　
佐
藤
正
徳
　
高
橋
重
敏

　
福
原
さ
つ
き
　
小
堺
ゆ
り
子

村
山
信
吾
　
佐
藤
守
明
　
小
口
一

成
　
福
原
政
弘
　
保
坂
美
智
雄

滝
沢
英
則
　
中
島
一
男
　
高
橋
定

安
小
野
塚
博
本
山
タ
ツ
本

山
倉
吉
　
小
野
塚
タ
ケ
‘
久
保
田

和
夫
　
佐
藤
太
一
　
佐
藤
美
津
子

　
佐
藤
さ
と
み
　
草
村
慶
子
　
高

橋
健
一
　
高
橋
豊
孝
　
長
沢
清
美

　
山
田
光
儀
　
渕
岡
森
栄
　
小
野

塚
良
子
　
中
島
弘
子
　
高
橋
ミ
ツ

イ
　
柳
松
夫
　
高
橋
良
一
　
高
橋

明
夫
　
高
沢
精
一
　
高
沢
ゆ
う
子

　
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

入
札
結
果

▽
産
第
八
号
　
団
体
営
か
ん
が

　
排
水
　
　
（
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組

▽
産
第
九
号
　
団
体
営
地
す
べ
り

　
関
連
　
　
（
狐
塚
地
区
）

　
高
橋
組

▽
産
第
十
号
　
農
村
基
盤
整
備

　
農
道
　
　
（
新
田
地
区
）

版
塚
建
設
一
、

▽
振
第
二
号
　
鏡
ケ
池
公
園
工
事

　
（
中
尾
）

グ
リ
ー
ン
産
業

　
　
　
　
　
　
一
、
七
五
〇
万
円

▽
振
第
三
号
　
ス
キ
i
場
水
路
工

事
　
（
天
水
島
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
三
八
O
万
円

▽
振
第
四
号
　
林
道
開
設
　
　
（
豊

田
地
区
）

　
飯
塚
建
設
　
一
、
七
〇
〇
万
円

▽
振
第
五
号
　
林
道
舗
装
工
事

　
（
中
原
地
区
）

」
．
漕

．
．
饗

驕碗
．
芯

　
　
　
　
い

五
〇
〇
万
円

四
六
〇
万
円

一
〇
〇
万
円

　
福
田
道
路
　
　
　
九
六
〇
万
円

▽
振
第
六
号
　
林
道
舗
装
工
事

　
　
（
東
山
地
区
）

　
上
越
舗
道
　
　
　
七
七
〇
万
円

▽
振
第
七
号
　
林
道
災
害
復
旧
工

　
事
（
東
山
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
五
六
〇
万
円

▽
建
第
十
号
　
道
路
改
良
・
舗
装

　
工
事
（
松
口
）

　
福
田
道
路
　
　
　
五
四
〇
万
円

▽
建
第
十
一
号
道
路
改
良
・
舗

　
装
工
事
（
大
荒
戸
）

　
福
田
道
路
　
一
、
一
四
〇
万
円

▽
建
第
十
二
号
　
道
路
改
良
工
事

　
（
藤
倉
地
内
）

　
高
橋
組
　
　
三
、
五
〇
〇
万
円

▽
建
第
十
三
号
　
道
路
改
良
工
事

　
（
坪
野
）

　
大
海
組
　
　
一
、
二
四
〇
万
円

▽
建
第
十
四
号
　
道
路
改
良
工
事

　
（
北
浦
田
）

飯
塚
建
設

▽
建
第
＋
五
号

　
（
豊
田
）

飯
塚
建
設

▽
建
第
＋
六
号

　
（
田
麦
立
）

福
田
道
路

▽
教
育
委
貝
会

　
新
築
工
事
（
松
之
山
）

高
橋
組
五
五
、

　
八
二
〇
万
円

道
路
改
良
工
事

、
七
二
〇
万
円

舗
装
新
設
工
事

　
五
〇
〇
万
円

松
之
山
小
学
校

○
○
○
万
円
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右よし、左よし確認運動

　　　　　実施中
　
友
遍
の

　
　
基
漆
膝

　
　
、
蜜
全
硬
魂
か
5

日－
悪3月12

　
～

日51月5

　県内の交通事故原因の2分の1、死亡事故

原因の3分の1が運転者の交差点における一
時不停止、安全不確認、走行中の前方不注意

等の基本的マナーの不履行により発生してい

る。また、歩行者事故や自転車事故もその多

くが道路横断時の安全不確認等により発生し

ています。

　このようなことから、歩行者から自動車運

転者まで、県民総ぐるみで通行中の安全確認

を励行し、その習慣化を図ることにより交通

事故を防止しようとするものです。

こ
よ
み

▼
七
月
の
で
き
ご
と

876532日日日日日日
129
日日

31　30　　　2827　　　25　　　22　　　18　16　　　14　13

日日　日日　日　日　日日　1 1日

糖
尿
病
検
診

選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
事
務
説
明
会

衆
・
参
同
時
選
挙
投
票
日

　
　
〃
　
　
　
開
票
日

国
民
年
金
委
員
研
修
会

消
防
団
幹
部
会

国
保
運
営
協
議
会

交
通
安
全
フ
ェ
ア

県
体
育
指
導
員
研
修
会

（
1
3
日
ま
で
）

消
防
地
区
想
定
訓
練

第
二
回
町
民
つ
な
引
き
大

会損
害
評
価
委
員
会

第
一
回
町
老
連
ス
ポ
ー
ツ

大
会
松
里
土
地
改
良
組
合
理
事

会防
除
班
長
会
議

老
人
ク
ラ
ブ
会
議

町
民
体
育
大
会

事
業
所
統
計
審
査
会

（
2
9
日
ま
で
）

農
業
委
員
会
総
会

町
心
身
障
害
者
会
議

町
内
学
童
水
泳
大
会

▼
八
月
の
予
定

14

日
　
成
人
式

21

日
慰
霊
祭

29

日
　
郡
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

　
　
大
会

講

コ

号

安全確認！グ

　　前よし　後よし　左右よし

　
一
ケ
月
以
上
も
統
い
た
梅
雨
も

や
っ
と
あ
け
、
暑
い
夏
が
訪
ず
れ

て
き
ま
し
た
。

　
も
う
す
ぐ
お
盆
、
松
之
山
の
人

口
が
倍
以
上
に
ふ
く
ら
み
、
都
会

の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
着
飾

っ
た
若
者
が
町
の
あ
ち
こ
ち
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
一
年
中

こ
の
く
ら
い
に
ぎ
や
か
な
町
だ
と

い
い
な
P
と
思
い
ま
す
。

　
第
二
回
つ
な
引
き
大
会
、
色
々

ユ
ニ
ー
ク
な
チ
ー
ム
が
多
く
な
り

次
の
大
会
が
楽
し
み
で
す
。

広
報
ま
つ
の
や
ま
8
6
年
8
月
号
□
毎
月
－
回
1
0
日
発
行

』
一
屠
極
橋
愚
醤
ー
隔
隣
会
構
局

広報

』
v
．

◎
ン

8月14日成人式19869月号（，、1，，）
9月1日現在　□総人口4，280人（一18）口男2，086人（一6）□女2，194人（一12〉□世帯数1，256戸（±0）

（　）内は8月1日との比較


